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と 求まる｡ ここ で, V (W ,t)は, (2 3)式を (14)式に代入す ノ
ると
〟
































































と表されるoL=こでrは,リジェ ク トされ た トランザク
ションのrレー トを表す.簡単¢キめ に r=0と置く事 たす
る｡

















































勅 ]-V(K,E2,･ll1-か ] /(37,
と表せる｡ここで,最適性の条件は
















































二 [1 灘 gl(Pl,gli1 - g l(率 1‡].































???? ? ?? ?? ?? ?〞
又,hT(t)は
隼(t)=rexp(-74)
? ? ? ? ? ?
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Fig.3 The transaction portfolio
















































































































































































以上の様に(1･12)式握 れば , (M(t))は竹 子適合したマ
ルチンゲールである事が判る｡即 ち ,(1-9)式 の 両 辺はポアソ
ン過程のレー トを表している事に な る ｡
【付録2】 J
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